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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・職員駐車場の巡視について

平成25年12月まで､7回の職員駐車場の巡視において､マイカー出勤停止措置の対象となり得る職員が複数名見受けられたとの結果がありました。駐車カードは､外からでも見える位置へ提示し､やむを得ず未登録車輌で通勤の場合は庶務への連絡をお願いします。
・納会のお知らせ

　本日(12月30日)17時20分より､納会及び懇談会がメンタルケア病棟3階にて開催されます。1年の納めの会ですので､所属長･上司はじめお世話になった方へご挨拶をして､1年の締めくくりを行いましょう。本日出勤の職員は､納会へ必ず参加してください。

・年末年始特別手当支給について

12月31日～1月3日の4日間に勤務された方を対象として､特別手当の支給があります。
　病院職員は､12月31日･1月3日は病院2階管理室､1月2日～3日は病院1階医事室にて､17時10分より支給されます。当日「欠勤・遅刻・早退」をした職員は､支給対象外となりますのでご注意下さい。
・新年互礼会のお知らせ

　1月4日(土)17時30分～19時､ここりの郷(古民家)にて開催しますので､参加するようにお願いします。

・新春書初め大会のお知らせ

　1月7日(火)9時30分～11時30分､14時～16時､集会室にて書初め大会を開催する予定です。お題は｢静｣｢せい｣で､当日､勤務の都合により集会室で行えない職員は､12月31日までに､庶務室前廊下にて書いてください。

＜青明舎利用者様情報＞

・高柳　和子　様～定期訪問を実施している。｢外来の待ち時間が長い｣｢医事が私を待たせているんだ｣等と被害的に訴えている。通所利用時に状況を確認したところ､予約時間11時30分であるところを､10時から受付で待っている様子がある。理由については､｢早く来たら､早く診察してもらえるはず｣等と話している。予約通りに診察をしている為､予約の時間に来院することを勧めるが､納得は出来ずにいる。また､｢周りの人たちの方が幸せだ｣｢病状が悪い｣等と落ち込んだように訴えることが目立っており､青明舎職員より､1日にあった良かった出来事を書き出し､1日の振り返りをすることを勧められている。また､入院について､｢先生がはっきりと入院を決めてくれない｣｢私にばかり､入院したいか聞いてくる｣等と青明舎職員へ訴える一方で､通所職員へは､｢入院にならなくて良かった｣等と話すことがあり､発言内容が統一していない様子がある。随時､関係機関と情報交換を行い､本人の意思の確認を行っていく。

・岩織　由美子様～12月28日､定期訪問を実施。長女が歯科受診の為に自宅を空け､その間､孫の世話をしたようで､｢最近､長女が孫の世話を頼んでくれるようになった｣等と話している。また､食事前､長女に見つからないよう､急いでお菓子を食べている様子があると長女から話がある。お菓子だけではなく､食事も噛まずに急いで食べているようで､よく噛んで食べないと喉につまることを伝えている。通所では､12月25日(水)利用予定日であったが､整形外科受診を理由として欠席の連絡があり､夫へ報告している。夫は､｢利用については､本人に任せているから｣と､了解していた。

・清水　秋男　様～12月28日､定期訪問を実施。自宅の掃除は行き届いているものの､調理後の換気が出来ておらず､換気をするよう職員より助言されている。仕事では､先日給料(12000円/日当3000円)をもらったとのことで､嬉しそうに話していた。現在は週1回の就労であるが､｢仕事の日数を増やしたいから､主治医に相談しようかな｣と話していたようで､慣れるまでは週1回で様子を見るよう職員より助言を受けていた。

・松村　勉　様　～正月の行事参加予定について､確認。1月1日は､通所で和食バイキングを食べ､その後､青明舎の行事に行き､鍋料理をタッパーに入れて持ち帰る予定だと話をしている。持ち帰ることは､食中毒の危険性も高いことを伝え､どちらか片方に参加するよう伝えている。

＜グループホーム入居者様情報＞

・平　康子　様　～12月25日､GH管理人が同行して買い物を実施。予定通りのものを購入することが出来ている。1月15日､八戸市内で開催されるコンサートチケットが届いたとのことで､楽しみであることを話している。入浴･散髪が出来ていない為､通所職員･GH管理人より再三勧められているが､拒否的。12月27日(金)は､職員の再三の助言･介入により､ようやく入浴することが出来ていた。本日より正月の為､通所を欠席することとなっているが､青陽館での入浴は行うようにGH管理人より伝えたところ､1月1日に友人と入浴してくると話しているとのこと。正月期間の入浴状況の確認を継続していく。

・松永　勘五郎様～洗髪後､清涼剤(エイトフォー)を頭髪に大量に噴射していたところを､GH管理人より指摘されている。理由について､｢洗髪後の仕上げに使った｣と話しており､使用方法が間違っていることを助言している。

・中村　茂　様　～12月31日～1月2日まで､八戸市在住の姉宅へ正月外泊をする予定。同じ服を洗わずに毎日着続けることや､入浴があまり行えていないことがあり､職員より清潔保持について助言が行われている。

・グループホーム｢あおば｣のブレーカーの工事について～

　　　　　　　　　ブレーカーのアンペアを上げる工事を実施予定で､現在､決済待ち。決済がおり次第､工事を実施していくこととなっている。｢あおば｣入居者である田中一様が不安を感じており､｢線を落としていかないだろうか｣｢自分の部屋に入ってこないだろうか｣等と訴えている為､随時不安の傾聴を行い､不安が増強しないよう､助言を行っていく。

＜事例検討＞

大久保　康弘　様　　統合失調症

検討内容目標と計画の見直し

長期目標病気､服薬へ対し理解を深めデイナイトケアを継続する。

中期目標①夜間､十分な睡眠時間を確保し､生活リズムを整える。

②自己服薬管理を継続し､病状悪化を防ぐ。

③運動プログラムへ参加し､バランスの良い食事を摂る事で心身ともに健康でいる。

短期目標①夜間は早めに布団に入るようにし､日中の居眠りは1時間程度に留め生活リズムが狂わないようにする。

②服薬チェック表への記載を行う。また､服薬に関する疑問があった際は､自己調整をせず主治医やスタッフに相談する。

③運動プログラムへ参加し､身体を大きく動かす。食事のバランスを考え､摂取する。

治療計画①夜間の睡眠状況の確認､日中の居眠りの有無を観察する。疲労感や熟眠感の確認を行い､適宜アドバイスを行う。

②自己服薬管理の観察を行う。服薬に関する訴えを傾聴し､必要時は声掛けを行う。

③食生活､運動状況の確認を行う。体重や間食に関してのアドバイスを行い､適宜介入していく。

現在・睡眠状況については､現在も薬物調整を随時行っており､睡眠時間が短い日もある。しかし､以前よりは睡眠時間が徐々に安定している。

　　・以前問題視されていた､薬剤の自己調整だが､現在は行われていない。来所時及び､GH管理人が訪問時､服薬チェック表の確認を随時行っており､怠薬･忘薬もない状況。

　　・股関節痛を訴えることが目立ち､運動プログラムは出来る範囲で参加している。歩行については､小刻み歩行が目立っているものの､転倒する様子はなく､自力で歩行が可能。痛みがつらい際は､職員へ相談して静養室を利用する等､自分で管理することが出来ている。

　　・世話焼きな性格で､他利用者への過干渉が目立ち､他利用者が出来ることも､代わりにやってしまう。現時点では､トラブルになることはない。

　　・他利用者のことを気にかけすぎてしまい､｢あの2人がトラブルにならないか､気を遣ってしまうんだよ｣等と､時折疲労感を訴えることがある。

検討結果・服薬状況の確認･助言については､確実な服薬を実施していく為､継続していく。

・運動プログラムへの参加について､股関節痛及び歩行状況の確認を引き続き行い､痛み等を本人へ確認し､可能な範囲で参加していただくようにする。

　　　　・過干渉傾向については､他利用者への関わりによって､本人が自己効力感を抱き､上記によって病状が安定しているところもある。他利用者も､プログラム中､大久保様へ相談して行動している方もいる為､互いに持ちつ持たれつな関係が出来ている様子もある。しかし､過干渉傾向になることで､大久保様が疲労感を強く感じたり､他利用者の能力低下に繋がったりすることもある為､過干渉傾向である際は声をかけ､助言していくこととする。

＜利用者様情報＞

・菅原　信正　様～12月24日より通所を欠席し､同居している母へ居場所を伝えず､行方不明となっている状況が続いていた。また､同日より通所･病院･八戸保健所･他利用者様宅へ電話連絡し､病院･通所､他利用者への不満や､｢胸を刺した､嘘だけど｣｢焼酎を飲んでいる｣｢風俗に行っている｣｢職員を殺しに行く､訴える｣等の発言をしている。これまでの経緯について振り返り､転院も含め､八戸市へ戻って相談することが必要であることを伝えているものの､｢こんなことをして帰りづらい｣等と訴えている。現状について､母へ随時連絡を行っており､12月27日､母が警察署へ捜索願を提出。12月28日､当院へ本人から連絡があった後は､連絡はない。状況確認の為､母へ電話連絡を行っている状況。

・植村　廣隆　様～AAで知り合った女性との関係性で悩んでいる様子で､来所時に状況を確認している。これまでは､女性の一挙一動に振り回され､｢彼女が幸せになるまでは､俺が支える｣等と話し､深夜0時頃までLINEでのやり取りを行っていたが､｢だんだん面倒になってきた｣等と話し､昨日(29日)もLINEでのやり取りを1回のみで終わらせる等､徐々に女性と距離を置くようになった様子。本日は表情も良く､穏やかに過ごしており､疲労感を訴えることもない。

・大釜　万知　様～12月31日､正月外泊の為､家族が送迎に来る。送迎の際､家族が通所の見学を行う可能性がある為､来所された際は対応していく。

・平野　稔　様　～以前デイケアを利用していた方で､現在､アウトリーチによる支援を継続している。盆正月の際､遠方で出稼ぎをしている兄が帰郷したり､親戚が自宅に集まったりと､ストレスがたまることで情動が不安定となり､躁状態となる可能性が高く､H25年8月には病状が悪化して入院することもあった。本人も自覚しており､アウトリーチ職員より､正月期間に青陽館を利用して､兄･親戚と別で過ごす時間を作ることを提案している。2日･3日のいずれかで来所する可能性がある為､来所した際は対応していく。

・高橋　洋子　様～娘が転職することを機に､デイナイトケアが終了する時間に娘が迎えに来ることが出来なくなるとのことで､本人より､デイケア利用への変更の相談がある。娘は､18時出勤の仕事に転職するとのことで､デイケア終了の時間に迎えに来ることは出来ると話しているとのこと。

デイケアの環境が適しているか､本人と検討を行い､体験利用を実施していく。また､デイナイトケアの環境が望ましい場合は､バス利用等､娘の送迎に頼らない通所手段を検討していく。

＜外来情報＞

繁名　和恵　様　～正月に当院の外来が休診となる為､予備の風邪薬を希望。葛根湯が7日分処方となる。

寺沢　彩　様　　～幻覚症状が持続していると訴えている。日中に顕著となると話しているものの､夜間についても､首を締められるような感じがして起きることがあると話している。また､現在処方されているジプレキサ(20)が合わないと訴えており､本人より､薬剤変更の希望がある。主治医と相談し､下記処方へ変更となっている。

　　　　　　　　　リスペリドン(2)1T･リスペリドン(1)1T･タスモリン(1)1T　1×昼食後

　 　　　　　　　リスペリドン(2)1T･リスペリドン(1)1T･タスモリン(1)1T･ジプレキサ(10)1T･

フルニトラゼパム(2)1T･エスタゾラム(2)1T･センナリド2T　1×夕食後

